
【
一
般
会
計
】

　

一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
４
名

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み

　

コ
ロ
ナ
対
策
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
受

診
可
能
施
設
や
感
染
時
の
対
応

等
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
情
報
提

供
が
必
要
。
今
議
会
で
可
決
し
た

「
文
化
芸
術
基
本
条
例
」
は
、
市

民
の
自
主
的
・
主
体
的
活
動
を
求

め
て
い
る
。
演
劇
事
業
予
算
３
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
条
例

に
見
合
っ
た
事
業
に
見
直
す
べ

き
。
コ
ロ
ナ
禍
で
財
政
調
整
基
金

８
億
円
も
積
み
上
げ
る
よ
り
、
事

業
化
を
図
る
べ
き
。

―　
賛　
成　
討　
論　
―

市
民
の
会
・
無
所
属

岩
田　
京
子

　　

脱
炭
素
化
に
向
け
、
庁
舎
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
転
換
、
次
世
代
自
動
車
の
購

入
等
、
経
済
優
先
で
は
な
い
新
た

な
価
値
観
で
予
算
が
組
ま
れ
た
、

そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
す
る
。
ま

だ
足
り
な
い
が
、
今
後
に
期
待
が

高
ま
る
。
ま
た
、
庁
内
外
に
お
け

る
連
携
に
関
し
て
も
配
慮
あ
る
予

算
に
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
は

常
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
領
域
を
考
え

る
こ
と
、
さ
ら
に
森
林
環
境
譲
与

税
の
使
途
に
つ
い
て
は
目
的
達
成

に
向
け
再
考
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

新
た
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
の

価
値
観
が
各
事
業
推
進
に
お
い
て

隅
々
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

未
来
会
議
よ
し
か
わ

林　
美
希

　

中
原
市
政
８
年
目
、
第
６
次
総

合
振
興
計
画
が
始
ま
る
年
。
会
派

と
し
て
「
子
育
て
支
援
」「
虐
待
」

「
教
育
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

市
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
権
利
を

最
優
先
に
捉
え
る
こ
と
、
子
ど
も

の
命
を
失
わ
せ
な
い
と
い
う
姿
勢

を
心
強
く
思
う
。
市
政
運
営
に
お

い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
庁
内
の
連
携
」
と
「
市
民
と
の

連
携
」
の
深
化
を
は
か
る
こ
と
で

「
幸
福
実
感
の
向
上
」
に
つ
な
が

る
と
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
会
派
と

し
て
も
重
要
な
こ
と
と
捉
え
て
お

り
、
連
携
の
意
識
の
有
無
で
効
果

が
大
き
く
違
う
と
考
え
る
。
全
事

業
が
そ
の
意
識
の
も
と
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
と
す
る
。

公
明
党
吉
川
市
議
団大

泉　
日
出
男

　
生
命
を
守
る
、生
活
を
支
え
る
、

地
域
経
済
を
後
押
し
す
る
と
い
う

理
念
の
も
と
、
様
々
な
角
度
で
の

施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
事
を
評

価
い
た
し
ま
す
。

　

生
命
を
守
る
で
は
、
中
川
堤
防

の
嵩
上
げ
工
事
が
終
了
す
る
予

定
。
今
後
他
市
と
の
協
議
も
あ
り

ま
す
が
、
総
合
治
水
へ
の
期
待
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
生
活
面
で
は
、

警
察
と
協
議
を
し
た
上
で
公
共
空

間
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
。ま
た
、

孤
独
・
孤
立
対
策
は
、
専
門
相
談

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
経
済

面
で
は
、
市
内
異
業
種
の
連
携
強

化
を
図
る
等
の
点
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。よ
っ
て
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法

　

令
和
４
年
度
は
国
保
税
を
引
き

上
げ
せ
ず
に
据
え
置
か
れ
た
。

　

国
保
加
入
者
の
86
％
を
超
え
る

方
が
所
得
３
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
。
し
か
し
、税
は
世
帯
主
42
歳・

所
得
３
０
０
万
円
・
４
人
家
族
の

場
合
43
万
円
。
子
ど
も
が
多
い
世

帯
ほ
ど
均
等
割
１
人
３
万
３
０
０

０
円
が
重
く
の
し
か
か
る
。
政
府

は
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
均
等

割
の
半
分
を
公
費
で
軽
減
す
る
こ

と
と
し
た
。
さ
ら
に
市
は
独
自
に

年
齢
を
引
き
上
げ
、
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
が
大
事
で
あ
る
が
、
実

施
し
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

資
格
証
明
書
の
発
行
は
受
療
権

を
剥
奪
す
る
。
命
に
か
か
わ
る
こ

と
な
の
で
発
行
を
や
め
る
べ
き
で

あ
る
。

【
介
護
保
険
】

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
対

し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み

　

介
護
職
員
の
給
与
の
低
さ
が
長

年
問
題
視
さ
れ
る
中
、
政
府
は
収

入
を
３
％
程
度
（
月
額
９
０
０
０

円
）
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
10
月
以

降
は
処
遇
改
善
加
算
で
対
応
と
の

方
針
。
介
護
保
険
料
や
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
は
更
な
る
負
担
増
、
し
か

も
十
分
な
処
遇
改
善
は
見
込
ま
れ

な
い
。
介
護
保
険
財
政
の
在
り
方

の
根
本
的
見
直
し
を
国
に
求
め
る

べ
き
。
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